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　PDD 尺度と ADHD 尺度は 14 点～ 56 点の範囲，知
的障害尺度は５点～ 20 点の範囲になる。尾崎ら（2013）
による PDD 尺度のカットオフポイントは 25 点で，Ａ
児の尺度得点は 41.3 点であった。ADHD 尺度のカット
オフポイントは 34 点でＡ児は 43.0 点であった。知的お





















































































































































































































































































－ 56 － － 57 －
高機能広汎性発達障害のある男児に対する支援的な保育
表４ Ａ児のエピソード④（ボールゲームの第５回）Ａ児の言動 保育者・他児の言動〔状況〕ゲーム中に、相手チームに得点が入った場面 応援していた子どもたち｢ C君、ナイスシュート｣(相手チームに点が入ったとたんに泣き、 ｢やったね｣(C児と握手する)暴れ出す。)｢なんでだよー！ばかやろう。」(応援している子どもたちを見て)｢このやろう！｣ 応援していた子どもたち｢ A君がんばってー｣(女児たちが A児のことも応援した)(怒りが収まり、ゲームに参加する) 女児たち ｢がんばれー｣
※ この日は、試合を待っていて他児を応援していた女児たちが、怒りによってゲームに参加できなくなった A 児を応援した。A 児は他児からの応援の言葉によって感情を制御し、ゲームに参加することができた。表５ Ａ児のエピソード⑤（ボールゲームの第６回）Ａ児の言動 保育者・他児の言動〔状況〕ゲームの進行中
(A 児がボールに向かって走っている)
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